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議会新体制
議長に岩藤孝一氏を再選
～副議長には阿部光久氏（再）～

　改選後の初議会となった令和５年第４回臨時会において、議
長、副議長などを選任し、新たな議会構成を決定しました。

議長・副議長就任あいさつ

副議長

阿部　光久
議　長

岩藤　孝一

　改選後の議会臨時会におきまして、議員の
皆様のご推挙により副議長に再選されました。
その責務の重さに身が引き締まる思いであり
ますが、今後は副議長の職務を遂行すると共
に、議長の補佐役として町政の推進及び議会
の公正かつ円滑な運営に努めてまいりたいと
思います。
　さて、地方自治体を取り巻く状況は、国の
地方創生等により大きく変化しています。地
方分権の進展に伴い議会の役割・責務が拡大
し、今まで以上に責任ある議会活動が求めら
れています。二元代表制のもと議会は行政に
対する監視機能をはたすことはもちろんのこ
と、多様な町民の意見を聞き、それを地域の
課題としてとらえ町民全体の福祉の向上と町
政発展のため、提案する機能も大切でありま
す。私も町民の皆様の望む方向性を的確に把
握し諸問題の解決に向け鋭意努力してまいる
所存です。
　今後とも町民の皆様の温かいご支援ご指導
をお願い申し上げます。

　二期目として第 22 代置戸町議会議長を拝命
いたしました。大変、光栄に思っているとこ
ろでありますが、反面その責任の大きさに改
めて身の引き締まる思いであります。
　置戸町は３月議会にて「ゼロカーボンシティ
宣言」を行いました。　自治体の責任として
当然の事だと思いますが、置戸らしい「まち
づくり」が、そのものに直結するとも思われ
ます。町長はじめ、執行機関の皆さんと共に、
立場は違えども目指すところは、同じでござ
います。　　　　　　　　　　　　　　
　今改選にて、大きく若返った議会議員の構
成となりました。町民の負託に応え、置戸ら
しいまちづくりに励んで参りたい、その為に
は、全力を傾注し議長として、一生懸命に汗
をかいていくことを、強くお誓い申し上げる
次第です。今後ともご指導ご鞭撻のほど宜し
くお願い申し上げます。
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議
会
の
構
成

議
長
選
挙

副
議
長
選
挙

議　

長　

岩
藤
孝
一
議
員

副
議
長　

阿
部
光
久
議
員

　
　

ー
投
票
に
よ
る
選
挙
で

　
　
　
　
　
　

当
選
人
決
定
ー

投
票
結
果

　

投
票
総
数　
　
　
　

８
票

　
　

有
効
投
票　
　
　

８
票

　
　

無
効
投
票　
　
　

０
票

得
票
結
果

　

岩
藤
孝
一
議
員　
　

８
票

投
票
結
果

　

投
票
総
数　
　
　
　

８
票

　
　

有
効
投
票　
　
　

８
票

　
　

無
効
投
票　
　
　

０
票

得
票
結
果

　

阿
部
光
久
議
員　
　

８
票

議長及び副議長を除き、議席順に
掲載。年齢は５月１日現在

議
　
長
　
岩
藤
孝
一

　

・
自
営
業

　

・
当
選
回
数　

５
回

　

・
心
和

　

・
61
歳

副
議
長
　
阿
部
光
久

　

・
無
職

　

・
当
選
回
数　

５
回

　

・
緑
栄

　

・
76
歳

議
　
員
　
嘉
藤
　
均

　

・
農
業

　

・
当
選
回
数　

５
回

　

・
秋
田

　

・
65
歳

議
　
員
　
前
田
　
篤

　

・
会
社
役
員

　

・
当
選
回
数　

２
回

　

・
川
南

　

・
66
歳

議
　
員
　
石
井
伸
二

　

・
自
営
業

　

・
当
選
回
数　

８
回

　

・
西
町

　

・
60
歳

議
　
員
　
石
村
吉
博

　

・
自
営
業

　

・
当
選
回
数　

１
回

　

・
緑
栄

　

・
40
歳

議
　
員
　
柏
原
　
勝

　

・
一
般
社
団
法
人
役
員

　

・
当
選
回
数　

１
回

　

・
常
元

　

・
64
歳

議
　
員
　
山
田
耕
平

　

・
会
社
員

　

・
当
選
回
数　

１
回

　

・
栄
第
一

　

・
43
歳
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令和 5 年 3 月 定 例 会
　令和５年第３回定例会は、３月９日から17日まで開催され、
町政執行方針と教育行政方針の説明、一般質問のほか、条例改
正、各会計予算等を審議・可決し、閉会しました。

▽
置
戸
町
葬
斎
場
燃
焼
炉
改
修

　

工
事
、
置
戸
小
学
校
・
中
学

校
空
調
設
置
工
事
、
児
童
館

建
設
事
業
基
本
設
計
（
基
本

構
想
案
策
定
）
な
ど

国
の
令
和
５
年
度
予
算
は
、
安

全
保
障
外
交
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
こ

ど
も
政
策
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
と
い
っ
た
我
が
国
が
直
面
す

る
内
外
の
需
要
課
題
に
対
し
て
道

筋
を
つ
け
、
未
来
を
切
り
開
く
た

め
の
予
算
と
し
て
編
成
を
さ
れ
ま

し
た
。

本
町
の
令
和
５
年
度
予
算
編
成

で
は
、
特
に
歳
出
予
算
に
お
い
て
、

公
債
費
、
維
持
補
修
費
、
扶
助
費

な
ど
が
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に

あ
り
、
歳
出
全
般
に
お
け
る
経
費

の
抑
制
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
本
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
を

し
っ
か
り
と
認
識
し
、
第
６
次
総

合
計
画
並
び
に
総
合
戦
略
を
基
本

と
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
よ
り
各
施
策
に
取
り
組
む

た
め
の
予
算
計
上
を
い
た
し
ま
し

た
。

当
初
予
算

５年度予算 前年度当初予算 前年度比

一 般 会 計 4,666,000 4,770,000 △2.2％

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 463,200 461,200 0.40%

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 60,900 61,300 △0.7％

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 356,700 361,600 △1.4％

介 護 サ ー ビ ス 事 業 特 別 会 計 16,500 27,300 △39.6％

　 合 　 　 　 計 　 5,563,300 5,681,400 △2.1％

簡 易 水 道 事 業 会 計 432,068
令和５年度から

公営企業会計へ移行
下 水 道 事 業 会 計 307,175

＝令和 5 年度当初予算＝
（単位：千円）
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▽
置
戸
町
個
人
情
報
保
護
法
施

　

行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

―
原
案
可
決
―

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
新
条
例
を
制

定
し
、
現
行
の
置
戸
町
個
人
情
報

保
護
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　
　

―
原
案
可
決
―

置
戸
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例
の
制
定
に
伴
い
、
個
人
情
報

の
保
護
に
係
る
調
査
審
議
を
実
施

す
る
審
査
会
を
設
置
す
る
も
の
で

す
。

▽
置
戸
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

置
戸
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例
の
制
定
に
伴
い
、
関
係
す
る

条
例
の
条
文
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

▽
置
戸
町
監
査
委
員
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

簡
易
水
道
特
別
会
計
と
下
水
道

特
別
会
計
の
公
営
企
業
化
に
伴
い
、

関
係
条
文
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
非
常
勤
特
別
職
の
職

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例　
　

―
原
案
可
決
―

▽
置
戸
町
職
員
の
給
与
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例―

原
案
可
決
―

４
級
か
ら
６
級
に
格
付
け
さ
れ

て
い
る
職
員
の
給
料
月
額
３
％
減

額
す
る
規
定
を
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で
延
長
す
る
も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例　
　
　

―
原
案
可
決
―

▽
「
福
祉
の
夢
」
サ
ポ
ー
ト
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

奨
学
金
の
給
付
要
件
で
あ
っ
た
、

介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
要
件

か
ら
除
く
も
の
で
す
。

主 な 補 正 内 容 補正額 増減
生活交通路線維持対策事業費補助金 14,517 増額

老人福祉施設指定管理委託料 20,000 増額

合併処理浄化槽設置整備事業補助金 4,740 減額

機構集積協力金交付事業補助金 10,852 増額

橋梁長寿命化修繕工事 4,943 減額

町営住宅外壁等改修工事 4,520 減額

■一般会計主な補正内訳 （単位：千円）

▽
置
戸
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
を
現

行
の
６
期
か
ら
８
期
に
改
正
す
る

も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
公
民
館
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

勝
山
郵
便
局
の
使
用
許
可
に
伴

い
、
使
用
料
の
上
限
等
、
関
係
す

る
条
文
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
国
民
健
康
保
険
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

出
産
育
児
一
時
金
を
現
行
40
万

８
千
円
か
ら
、
48
万
８
千
円
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

▽
置
戸
町
議
会
の
個
人
情
報
の

　

保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

に
つ
い
て　
　

―
原
案
可
決
―

▽
令
和
４
年
度
置
戸
町
一
般
会

　

計
補
正
予
算　

―
原
案
可
決
―

歳
入
歳
出
予
算
を
５
８
４
６
万

８
千
円
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
50
億
４
５
２

３
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

▽
令
和
４
年
度
置
戸
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

―
原
案
可
決
―

▽
令
和
４
年
度
置
戸
町
介
護
保

　

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

―
原
案
可
決
―

歳
入
歳
出
予
算
を
２
３
４
８
万

４
千
円
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
億
４
４
６

２
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

▽
令
和
４
年
度
置
戸
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算　
　
　

―
原
案
可
決
―

歳
入
歳
出
予
算
を
１
５
４
万
２

千
円
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
４
３
７
０
万
９

千
円
と
し
ま
し
た
。

▽
令
和
４
年
度
置
戸
町
簡
易
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算

―
原
案
可
決
―

歳
入
歳
出
予
算
を
１
４
０
４
万

円
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
億
２
０
３
１
万

７
千
円
と
し
ま
し
た
。

▽
令
和
４
年
度
置
戸
町
下
水
道

　

特
別
会
計
補
正
予
算

―
原
案
可
決
―

歳
入
歳
出
予
算
を
６
９
１
万
２

千
円
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
６
４
０

万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。
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▽
令
和
４
年
度
置
戸
町
一
般
会

　

計
補
正
予
算　
　
　

―
承
認
―

議
会
招
集
の
時
間
的
余
裕
が
無

い
こ
と
に
よ
り
専
決
処
分
と
し
た

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
除
排

雪
業
務
委
託
料
の
追
加
に
よ
る
も

の
で
す
。

▽
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

―
原
案
同
意
―

令
和
５
年
３
月
31
日
付
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
オ
ホ
ー
ツ
ク

町
村
公
平
委
員
会
委
員
高
畑
秀
美

氏
の
後
任
に
、
山
下
英
二
氏
（
大

空
町
）
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

▽
置
戸
町
固
定
資
産
評
価
審
査

　

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

　

て　
　
　
　
　

―
原
案
同
意
―

令
和
５
年
５
月
６
日
付
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
長
澤
孝
氏

（
字
安
住　

60
歳
）
の
再
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

▽
置
戸
町
人
権
擁
護
委
員
候
補

　

者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　
　

―
適
任
者
と
推
薦
決
定
―

置
戸
町
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

と
し
て
、
堺
敦
子
氏
（
字
勝
山　

47
歳
）
の
推
薦
に
つ
い
て
、
適
任

者
と
推
薦
決
定
し
ま
し
た
。

▽
令
和
３
年
度
置
戸
町
教
育
委

員
会
の
活
動
状
況
に
関
す
る

点
検
・
評
価
の
報
告
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　

―
報
告
済
―

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
第
26
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
教
育
長
か
ら

教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
に
つ

い
て
、
点
検
評
価
の
結
果
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

▽
定
期
監
査
の
結
果
報
告
に
つ

い
て　
　
　
　
　

―
報
告
済
―

監
査
委
員
か
ら
令
和
５
年
２
月

15
日
に
実
施
し
た
、
令
和
５
年
１

月
31
日
現
在
に
お
け
る
物
品
購
入

等
の
契
約
執
行
状
況
、
備
品
管
理

状
況
の
現
地
監
査
報
告
が
あ
り
、

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

に
つ
い
て　
　
　

―
報
告
済
―

監
査
委
員
か
ら
令
和
４
年
11
月

30
日
、
12
月
31
日
、
令
和
５
年
１

月
31
日
現
在
ま
で
の
出
納
検
査
に

つ
い
て
、
検
査
の
結
果
、
現
金
の

出
納
及
び
保
管
は
適
正
に
行
わ
れ

▽
令
和
４
年
度
置
戸
町
一
般
会

計
補
正
予
算　

―
原
案
可
決
―

歳
入
歳
出
予
算
を
６
８
３
４
万

９
千
円
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
50
億
８
３
７

０
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

▽
令
和
４
年
度
置
戸
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

歳
入
歳
出
予
算
を
20
万
円
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
４
億
７
２
２
１
万
７
千
円

と
し
ま
し
た
。

▽
令
和
４
年
度
置
戸
町
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

歳
入
歳
出
予
算
を
１
６
０
０
万

円
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
４
５
２
５
万
１
千

円
と
し
ま
し
た
。

て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
食
料
安
全
保
障
の
強
化
及
び
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
確
立

と
酪
農
・
畜
産
経
営
の
安
定
を

求
め
る
要
望
意
見
書

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
１
件
の

要
望
意
見
書
案
を
審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
内
閣
総

理
大
臣
は
じ
め
関
係
各
大
臣
に
提

出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

工
事
契
約
変
更
に
つ
い
て
、審

議
・
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

令和５年
第２回
臨時会

2月14日開催

令和５年
第１回
臨時会

１月23日開催

補
正
予
算
に
つ
い
て
、
審
議
・

可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

▽
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て　
　

―
原
案
可
決
―

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
工
事
（
日

の
出
橋
）

・
契
約
金
額

　

変
更
前　

４
８
４
０
万
円

　

変
更
後　

５
７
０
５
万

　
　
　
　
　
　
　

７
０
０
０
円
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▽
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

―
当
選
人
決
定
―

投
票
を
行
い
、
岩
藤
孝
一
議
員

が
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

▽
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　
　

―
当
選
人
決
定
―

投
票
を
行
い
、
阿
部
光
久
議
員

が
副
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

▽
北
見
地
区
消
防
組
合
議
会
の

　

議
員
選
挙
に
つ
い
て

　
　

―
当
選
人
決
定
―

議
長
の
指
名
推
薦
に
よ
り
、
柏

原
勝
議
員
、
山
田
耕
平
議
員
が
消

防
組
合
議
会
の
議
員
に
当
選
し
ま

し
た
。

▽
議
席
の
指
定
に
つ
い
て

―
指
定
決
定
―

議
員
の
議
席
を
次
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。

　

１
番　

嘉
藤　
　

均

　

２
番　

前
田　
　

篤

　

３
番　

石
井　

伸
二

　

４
番　

石
村　

吉
博

　

５
番　

柏
原　
　

勝

　

６
番　

山
田　

耕
平

　

７
番　

阿
部　

光
久

　

８
番　

岩
藤　

孝
一

▽
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に

　

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

―
選
任
決
定
―

務
常
任
委
員
会
の
委
員
を
次
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
委
員
会
に
お
い
て
委
員
長
、

副
委
員
長
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
長　

嘉
藤　
　

均

　

副
委
員
長　

柏
原　
　

勝

　

委　
　

員　

前
田　
　

篤

　
　
　

″　
　

石
井　

伸
二

　
　
　

″　
　

石
村　

吉
博

　
　
　

″　
　

山
田　

耕
平

　
　
　

″　
　

阿
部　

光
久

▽
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選

　

任
に
つ
い
て　

―
選
任
決
定
―

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
を
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
委
員
会
に
お
い
て
委
員
長
、

副
委
員
長
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
長　

石
井　

伸
二

　

副
委
員
長　

山
田　

耕
平

　

委　
　

員　

嘉
藤　
　

均

　
　
　

″　
　

阿
部　

光
久

▽
置
戸
町
監
査
委
員
の
選
任
に

　

つ
い
て　
　
　

―
原
案
同
意
―

令
和
５
年
４
月
30
日
付
を
も
っ

て
任
期
が
満
了
と
な
っ
た
、
議
会

選
出
の
監
査
委
員
髙
谷
勲
氏
の
後

任
に
、
前
田
篤
氏
の
選
任
に
同
意

し
ま
し
た
。

令和５年
第４回
臨時会

５月10日開催

議
長
・
副
議
長
な
ど
の
選
挙
、

各
種
委
員
の
選
任
を
行
い
、
議

会
構
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

▽
議
会
広
報
特
別
委
員
会
設
置

　

に
関
す
る
決
議
（
議
員
提
案
）

　
　
　

―
設
置
決
定
―

議
会
の
活
動
状
況
を
議
会
広
報

等
で
情
報
の
発
信
を
す
る
た
め
、

議
員
提
案
で
議
会
広
報
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

な
お
同
委
員
会
の
委
員
に
は
次

の
各
議
員
が
選
任
さ
れ
、
委
員
会

に
お
い
て
委
員
長
・
副
委
員
長
が

互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
長　
　

石
村　

吉
博

　

副
委
員
長　

前
田　
　

篤

　

委　
　

員　

嘉
藤　
　

均

　
　
　

″　
　

石
井　

伸
二

▽
所
管
事
務
調
査
及
び
閉
会
中

　

の
継
続
調
査

　
　

―
閉
会
中
の
継
続
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
決
定
―

総
務
常
任
委
員
会
及
び
、
議
会

運
営
委
員
会
か
ら
申
し
出
の
あ
っ

た
所
管
事
務
調
査
及
び
閉
会
中
の

継
続
調
査
の
申
し
出
に
つ
い
て
、

閉
会
中
の
継
続
調
査
と
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

▽
令
和
４
年
度
置
戸
町
一
般
会

　

計
補
正
予
算　
　
　

―
承
認
―

議
会
招
集
の
時
間
的
余
裕
が
な

い
こ
と
に
よ
り
専
決
処
分
と
し
た

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
の
交
付
額
の
確
定
に

伴
い
、
未
来
へ
の
森
づ
く
り
基
金

積
立
金
の
減
額
を
す
る
も
の
で
す
。

▽
令
和
５
年
度
置
戸
町
一
般
会

　

計
補
正
予
算　
　
　

―
承
認
―

議
会
招
集
の
時
間
的
余
裕
が
無

い
こ
と
に
よ
り
専
決
処
分
と
し
た

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
低
所

得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
事
業
に
要
す
る
経
費
及
び

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
要
す
る
経
費
の
追
加
に
よ

る
も
の
で
す
。
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３月定例会　一　般　質　問

老
人
ホ
ー
ム
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
入
園
者
の
安
全
の
確
保
や
職
員

の
業
務
増
大
な
ど
新
た
な
課
題
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
。
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
や
施
設
職
員
と
と
も

に
組
織
内
部
で
融
和
を
も
っ
て
利

用
者
、
入
園
者
の
よ
り
一
層
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
る

こ
と
、
そ
し
て
職
員
派
遣
に
よ
っ

て
町
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
よ
り

一
層
の
連
携
を
図
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
材
確
保
、
組
織
機
構
の
維
持
は

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
指
定
管
理
施
設
の
諸
課
題
解

決
と
本
町
の
高
齢
者
福
祉
の
総
合

的
な
推
進
の
た
め
に
、
今
回
の
要

請
に
対
し
て
応
え
る
よ
う
内
部
で

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

派
遣
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
職
種

は
施
設
長
で
期
間
は
３
年
間
、
派

遣
の
延
長
、
再
派
遣
は
行
わ
な
い

こ
と
と
し
、
町
職
員
と
し
て
の
籍

を
置
い
た
ま
ま
勤
務
地
の
変
更
を

行
う
在
職
派
遣
と
し
ま
す
。
現
在

指
定
管
理
者
で
あ
る
委
託

先
に
職
員
を
派
遣
す
る
こ

と
は
異
例
の
こ
と
で
あ
る
と
認
識

し
ま
す
が
、
以
下
次
の
３
点
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
町
職
員
の
派
遣
に

至
る
ま
で
の
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
協
議
の
経
過
と
派
遣
の
狙
い
に

つ
い
て
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
の
具
体
的
な
要
望
や
要
請

と
、
町
と
し
て
こ
の
方
針
の
考
え

に
至
っ
た
経
緯
と
経
過
に
つ
い
て
。

２
つ
目
は
、
派
遣
先
の
職
員
の
職

制
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
。
３
つ

目
は
、
派
遣
期
間
は
何
年
を
目
途

に
し
て
い
る
の
か
。
以
上
の
３
点

に
つ
い
て
町
長
に
伺
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
以

前
か
ら
退
任
の
意
向
が
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
現
老
人
ホ
ー
ム

施
設
長
か
ら
正
式
に
本
年
度
末
を

も
っ
て
の
退
職
に
つ
い
て
申
し
出

が
あ
り
、
以
降
後
任
者
の
人
選
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の

目
途
が
立
た
な
い
こ
と
か
ら
昨
年

10
月
４
日
に
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
を
は
じ
め
と
す
る
三
役
が
来
庁

さ
れ
、
正
式
に
町
職
員
の
派
遣
に

つ
い
て
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

老
人
ホ
ー
ム
に
対
す
る
職
員
派

遣
は
平
成
24
年
、
町
営
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
へ
の
指
定
管
理
移
行

の
際
に
、
入
園
者
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
や
ス
ム
ー
ズ
な
施
設
管

理
運
営
の
引
継
ぎ
な
ど
を
図
る
目

的
で
、
管
理
職
含
め
３
名
の
職
員

派
遣
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

後
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
職
員

の
充
足
や
人
材
育
成
が
行
わ
れ
、

３
年
後
に
は
町
職
員
を
引
き
上
げ

し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
管
理

運
営
や
経
営
状
況
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
内
部
分
析
が
行
わ
れ
、
町

で
は
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機

構
の
中
立
的
な
立
場
の
外
部
経
営

分
析
を
行
っ
た
う
え
で
、
令
和
３

年
11
月
に
再
度
の
指
定
申
請
が
出

さ
れ
、
評
価
な
ど
を
経
て
12
月
定

例
議
会
に
提
案
を
行
い
、
議
会
総

務
常
任
委
員
会
で
の
審
議
や
ヒ
ア

リ
ン
グ
、
監
査
委
員
に
よ
る
行
政

監
査
の
結
果
を
も
と
に
令
和
４
年

２
月
臨
時
議
会
で
可
決
い
た
だ
き
、

令
和
４
年
度
か
ら
10
年
間
の
第
２

期
指
定
管
理
協
定
を
締
結
い
た
し

ま
し
た
。

　

現
在
町
行
政
運
営
に
お
い
て
も

ＱＡ

町政執行方針
老人ホームへの職員派遣と経緯について

佐藤勇治議員

職員派遣により町と社会福祉協議会の
一層の連携が図られることを期待したい

 町長 

▲緑清園の管理・運営を行っている職員
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そこが聞きたいんです…。 Ｑ＆Ａ

本
町
の
令
和
４
年
度
の
農

業
生
産
は
、
農
産
部
門
の

好
調
に
よ
り
総
収
入
は
66
億
６
０

０
０
万
円
と
過
去
最
高
を
記
録
い

た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
３
年
間

に
お
よ
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
消
費
の
低
迷
や
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

が
１
年
を
経
過
す
る
こ
と
に
よ
る

飼
料
価
格
の
高
騰
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
に
よ
り
費
用
に
つ
い
て

も
過
去
最
高
を
記
録
し
、
農
業
所

得
に
つ
い
て
は
15
億
３
３
０
０
万

円
、
前
年
比
１
億
６
３
０
０
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

農
業
情
勢
の
先
行
き
に
不
安
を
感

じ
た
農
家
に
よ
り
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
資
金
の
借
り
入
れ
は
前
年
比

約
４
億
円
の
増
額
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
本
町
の
農
業

の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
令

和
５
年
度
に
お
け
る
支
援
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か

町
長
に
伺
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
農
業
協

同
組
合
に
よ
る
本
町
の
農

業
生
産
取
扱
総
額
は
、
こ
こ
連
続

し
て
前
年
を
上
回
る
結
果
と
な
っ

て
お
り
、
令
和
に
入
り
、
60
億
円

台
の
大
台
を
突
破
し
て
か
ら
年
々

順
調
に
そ
の
生
産
額
を
上
げ
て
き

て
お
り
ま
す
。
部
門
別
で
見
て
い

き
ま
す
と
、
農
産
部
門
で
は
対
前

年
３
億
２
７
０
０
万
円
の
増
と
な

り
、
昨
年
の
７
月
の
降
雹
の
被
害

な
ど
一
部
あ
り
ま
し
た
が
、
玉
ね

ぎ
の
収
量
増
、
そ
し
て
前
年
の
価

格
が
高
騰
し
た
こ
と
に
よ
る
精
算

金
が
入
っ
て
き
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
ば
れ
い
し
ょ
も
前
年
比
６
１

０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
他
の
麦
作
や
て
ん
さ
い
な
ど

含
め
て
農
産
収
入
で
は
約
20
％
の

増
収
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
畜
産
部
門
で
は
前
年
対
比
７

１
０
０
万
円
の
減
収
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
生
乳
販
売
は
、
乳
価
の

価
格
補
填
な
ど
に
よ
り
６
８
０
０

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
牛

肉
の
個
体
販
売
と
と
も
に
価
格
の

下
落
が
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
で

大
幅
な
減
収
と
な
り
、
乳
用
牛
は

半
額
以
下
、
肉
用
牛
は
前
年
比
５

３
０
０
万
円
の
減
と
厳
し
い
経
営

環
境
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
飼
料
や
資
材
高
騰
に
加
え
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
牛
乳
、
乳
製

品
な
ど
の
消
費
減
退
や
近
年
の
生

置戸町農業の現状と
令和５年度支援対策について

髙谷　勲議員

ＱＡ

引き続き農業対策の充実を図り、
本町の農業振興を推進していく

 町長 

産
拡
大
基
調
に
よ
り
生
産
調
整
が

余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の

酪
農
家
に
と
っ
て
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、

政
府
に
お
い
て
も
春
肥
に
つ
い
て

増
額
分
の
７
割
補
填
の
支
援
対
策

の
継
続
や
飼
料
高
騰
に
対
す
る
第

４
四
半
期
以
降
に
つ
い
て
も
、
積

み
増
し
た
価
格
安
定
基
金
か
ら
の

補
給
に
合
わ
せ
た
緊
急
対
策
の
継

続
、
ま
た
て
ん
さ
い
の
作
付
面
積

減
少
や
飼
料
自
給
率
向
上
対
策
と

し
て
作
付
転
換
に
対
す
る
各
種
補

助
事
業
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
昨
年
７
月
の
大
雨

に
よ
り
被
害
を
受
け
、
廃
耕
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
生
産
者
に
対
し
ま

し
て
、
農
作
物
廃
耕
後
に
対
す
る

支
援
、
ま
た
粗
飼
料
な
ど
の
価
格

高
騰
に
よ
り
生
産
コ
ス
ト
が
上
昇

し
て
い
る
畜
産
経
営
の
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
、
北
海
道
そ
し
て
Ｊ

Ａ
き
た
み
ら
い
農
業
協
同
組
合
と

と
も
に
町
内
の
畜
産
酪
農
家
に
対

し
て
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は

足
腰
の
強
い
農
業
基
盤
確
立
の
た

め
農
道
整
備
、
区
画
整
理
、
常
盤

地
区
の
営
農
用
水
の
改
修
や
公
社

営
畜
産
基
地
整
備
事
業
に
よ
る
草

地
整
備
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
新
規
事
業
と
し
て
、
昨

今
被
害
が
増
大
し
て
い
る
鹿
な
ど

の
有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る

た
め
の
電
牧
器
の
購
入
に
対
す
る

助
成
、
酪
農
対
策
と
し
て
は
仔
牛

個
体
の
有
利
販
売
を
図
る
た
め
、

黒
毛
雄
牛
の
判
別
精
液
の
活
用
を

図
る
酪
農
経
営
収
益
力
向
上
支
援

事
業
に
つ
い
て
予
算
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

　

世
界
で
は
現
在
の
人
口
約
80
億

人
の
う
ち
、
気
候
変
動
や
国
際
紛 ▲ビートの育苗風景


